
夢洲における関連事業の工事調整

資料４

令和５年１０月２３日
大阪市建設局





夢洲における関連事業の工事調整

【９】電気・通信・ガス

舞洲

【１】埋立・盛土（万博）

【５】観光外周道路

【７】下水道

【２】埋立・盛土（IR）

【１７】係留施設等（１基）

【１４】舞洲東交差点立体交差化
【７】下水道

【１５】此花大橋（４車線→６車線）

【８】上水道

【８】上水道

【１３】舞洲幹線道路（４車線→６車線）

【１６】夢舞大橋（４車線→６車線）

【６】高架橋準備工事（迂回路）

【６】高架橋（２橋）

【１２】夢洲幹線道路

【１０】鉄道（南ルート）

日本国際博覧会会場整備 【３-1】地盤改良

夢洲

ＩＲ施設整備

ＩＲ予定区域
（約49ha）

【４】浸水対策

【１１】駅前施設

【７】下水道

Ｎ

【8】上水道

万博会場
（約155ha）

【１８】夢洲消防拠点整備

【３-2】地盤改良

〇事業箇所図
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●基本計画策定 ●4～10月 ※撤去工事完了時期未定

【1】 埋立・盛土（万博） 約30ha（約90万m3） 完了

【2】 埋立・盛土（IR） 約42ha（約42万m3） 完了

【3-1】 2区南東部 約12ha 完了

【3-2】 2区南西部 約19ha

【4】 浸水対策（G・H護岸） 約1.7km 完了

【5】 観光外周道路 L=約2.6km、W=30～34m

【6】 （仮称）夢洲北高架橋 3径間連続鋼床版箱桁橋　L=195m、W=約16.4m～22.7m 完了

（仮称）夢洲南高架橋 3径間連続鋼床版箱桁橋　L=195m、W=約16.4m～22.7m

【7】 下水道 此花処理場の機能増強

夢洲抽水所（新設）、舞洲抽水所（増設）

管渠（φ250～φ2200mm、L=約17km）

【8】 上水道 北港加圧ポンプ場等（機能増強）

配水管（φ600mm他、L=約8.5km）

【9】 電気・通信・ガス 配管等

電気 変電所

【10】 鉄道（南ルート） 事前調査

駅舎部　L=約380m、W=約19.2m、H=約13.6m

シールドトンネル部　L=761m、Φ6,800×2

インフラ外 レール・電気設備等　一式

【11】 駅前施設 地下広場・階段・昇降機等

【12】 夢洲幹線道路（周辺道路含む） L=約2.2km、W=60m

【13】 舞洲幹線道路 L=約0.8km、W=60m

【14】 舞洲東交差点立体交差化 4径間連続鋼床版箱桁橋　L=約220m、W=約8.9m～11.7m

【15】 此花大橋 ６車線化（歩道撤去等）　L=約1.1km

【16】 夢舞大橋 ６車線化（ガードレール撤去等）　L=約1.0km

浮桟橋（1基、L=40m,W=10m）等

波除堤（L=60m）

【18】 消防拠点整備 ※IR開業に合わせ供用開始

ＣＯＮＰＡＳの導入 新・港湾情報システム（CONPAS）

咲洲での追加整備 完了

工事車両対策 運搬日、時間帯等を調整

※　事業概要及びスケジュール等は精査中

早朝等ゲートオープン時間の延長 実施 実施

社会実験 社会実験 社会実験 実施 実施

検討・協議等

工事

車両待機場の整備
夢洲での追加整備 詳細設計 工事

設計 工事

設計 工事

概略設計 詳細設計 工事

物
流
・
工
事
車
両

【17】 係留施設等
詳細設計等

工事

（浮桟橋）

イ
ン
フ
ラ
整
備

地盤改良・盛土

埋立・盛土

地盤改良
地盤改良

地盤改良

工事

設計等

ターミナルゲートの時間延長

検討 本格実施

詳細 設計等
工事

（待合所）

詳細設計等 工事

予備設計 詳細設計等
工事

（6車線化）
詳細設計等 工事（歩道設置）

詳細設計等
工事

（6車線化）

工事

（歩道補修）

予備設計 詳細設計等 工事 工事

設計等 工事

設計等 工事（開業準備込）

設計等 工事

予備設計 詳細設計等 工事

詳細設計等 工事

詳細 設計等 工事

基本検討

調査等

インフラ部
設計等 工事（開業準備込）

工事（組立等）

詳細設計等 工事

詳細設計等 工事

詳細設計等 工事

工事（掘進工等）

予備設計 詳細設計等 工事（下部工、上部工、舗装等）

詳細設計等 工事

詳細設計等 工事

工事

（Ⅱ期）

工事

(Ⅰ～Ⅳ期本整備)

迂回路　詳細設計等 迂回路　工事

予備設計 詳細設計等 工事（下部工、上部工、舗装等）

予備設計 詳細設計等
工事

（Ⅰ期）

IR IR
　敷地面積約49ha

※諸般状況によって1～2年程度後ろ倒しになる可能性がある

基本計画 検討・設計等 整地・インフラ工事
開催 撤去工事※

基本計画 検討・設計等 パビリオン等建築工事

公募・設計等 工事

万
博

大阪・関西万博

開催期間：（始）2025年 4月13日（日曜日）
　　　　　　 （至）2025年10月13日（月曜日）

敷地面積：155ha
パビリオン等：約110区画

進捗状況
（R５年10月末時点）H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

2027 2028 ～2021 2022 2023 2024 2025 2026

～

インフラ整備

箇所図番号 項目 概要
2018 2019 2020

R8 R9 R10

荷捌き地の拡張（ゲート増設） C12ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ拡張※、ｹﾞｰﾄ増設
（※増設ｹﾞｰﾄ周辺部分）

検討・協議等 詳細設計
増設ｹﾞｰﾄ工事

咲洲へシフト ・空コンテナ返却場所一時移転
検討・協議等 詳細設計 ガントリークレーン整備

  ﾃ 導入

本格運用

Ｒ3.10実施

順次

導入

概略・詳細設計、
試験期間中の改修

試験
運用等

Ｒ4.11～12実施

●事業者決定 ●区域認定

●実施協定等締結

●液状化対策工事の着手（2023年秋頃）
●IR準備工事の着手（2024年夏頃）

●IR建設工事の着手（2025年春頃）
※工事の完了（2030年夏頃）

※IR施設の開業（2030年秋頃）

社会実験

本格運用

R4.1.31～

供用開始

運用

ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ拡張工事

順次導入
概略・詳細設計、
試験期間中の改修

試験
運用等

供用開始

2023年10月時点

夢洲における関連事業の工事調整
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万博工事期間中の工事車両の影響検討について
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咲洲

舞洲

夢洲

阪神高速道路
出入口

此花大橋

夢舞大橋

北ルート

北ルート

中央ルート

南ルート

〈工事車両（万博・IR・インフラ）のルート配分〉

北ルート 中央
ルート

南
ルート高速 一般道 計

万博 50％ 40％ 90％ 5％ 5％

IR 30％ 40％ 70％ 15％ 15％

インフラ 12％ 48％ 60％ 25％ 15％

■工事車両の通行ルートについて

※事業者ヒアリングをもとにルート配分を設定 資料４ －４



■万博「工事期間中」における工事車両の影響検討について

１．シミュレーション方法

⚫ 工事車両の台数が変動するため、各事業の1日当たりの工事車両台数の合計が最大となる月を把握。
⚫ 各事業の工事車両台数の合計が、最も大きくなる令和６年10月時点において、各ルート上にあるボトルネッ
クとなる交差点における時間帯ごとの交通容量を算出し、一般車両を含めた通行車両台数が道路交通容
量以下に収まっているか確認。

２．シミュレーション前提条件

〈月ごとのピーク日の車両台数〉

⚫ 工事車両（万博・IR・インフラ）
⇒各事業者により月ごとのピーク日の工事車両台数を算出

⚫ 一般交通（大型、小型）
※一般大型には、物流交通（コンテナ車）及び通過交通の大型車を含む

〈工程の万博アセス時点からの見直し〉

⇒物流車両：
・2025年度までの伸び率を考慮した約11,200台/日
・咲洲シフト（空コンシフト、本船シフト）は考慮しない

通過交通：
・2021年10月の博覧会協会調査の交通量調査結果を反映

対象施設【協会発注外工事】 着手時期の見直し

⚫ 日本館、大阪館、企業館 R5.10 → R5.9

⚫ パビリオンA※ R5.10 → R6.5

⚫ 展示工事（タイプA） R6.10 → R7.1

【万博】

【IR】：R5.7 → R5.12

【インフラ】：変更なし

⇒全ての車両を陸上輸送として想定（海上輸送は未考慮）

※タイプAの鉄骨調達の遅れを考慮

対象施設 【協会発注工事】 着手時期の見直し

⚫ 協会発注4工区工事 変更なし

⚫ 協会4工区以外①
（テーマ館、大催事場、小催事場、迎賓館）

R5.4 → R5.11

⚫ 協会４工区以外②
（土木・施設工事）

変更なし

⚫ 展示工事（タイプB、C） 変更なし
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■万博工事期間中における工事車両の影響検討について

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

R4年度(2022） R5年度(2023） R6年度(2024）

IR 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 100 100 100 100 238 708 788 726 887 832 851 1003 955

万博協会 0 0 0 0 0 0 38 38 38 356 382 382 434 602 333 363 499 633 700 670 681 623 635 630 942 1210 1040 1589 2195 1981 2310 1893 1798 2126 1896 1877

インフラ 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 400 400 400 400 400 400 400 400 400 100 100 100

500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 400 400 400 400 400 400 400 400 400

100 100 100

0 0 0 0 0 0 38 38 38 

356 382 382 434 
602 

333 363 
499 

633 700 670 681 623 635 630 
942 

1210 
1040 

1589 

2195 
1981 

2310 

1893 1798 
2126 

1896 1877 

100
100 100 100

100

100

100

238

708

788

726

887
832 851

1003 955

0

1,000

2,000

3,000

4,000

工
事
車
両
台
数
（
台
／
日
）

山積み表（工事車両台数）

R6年8月

3,303台

R6年10月

3,436台

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

R4年度(2022） R5年度(2023） R6年度(2024）

IR 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 238 708 788 726 887 832 851 1003 955

万博協会 0 0 0 0 0 0 42 42 41 356 383 390 487 807 490 630 655 747 720 811 1133 1158 1193 1154 1646 1761 1348 1560 1605 1476 1570 1435 1611 1852 1483 1031

インフラ 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 400 400 400 400 400 400 400 400 400 100 100 100

500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 450 400 400 400 400 400 400 400 400 400

100 100 100

0 0 0 0 0 0 42 42 41

356 383 390 487

807

490
630 655 747 720 811

1133 1158 1193 1154

1646
1761

1348
1560 1605

1476 1570
1435

1611

1852

1483

1031

100 100
100 100

100

100 100 100 100

100
100

100

238

708
788

726 887

832 851

1003

955

0

1,000

2,000

3,000

4,000

工
事
車
両
台
数
（
台
／
日
）

山積み表（工事車両台数）

R6年12月

2,843台R6年8月

2,713台

➤各事業（万博・IR・インフラ）のピーク日の工事車両台数
（令和5年10月時点）

➤各事業（万博・IR・インフラ）のピーク日の工事車両台数
（令和３年９月時点）

R6年10月
3,436台/日

万博車両_2,310台/日
IR車両_726台/日
インフラ車両_400台/日

※ 工事車両の通行時間帯（6時～19時）の一般車両の片道の通行台数は、北ルート9,708台/日、南・中央ルート8,019台/日の計17,727台/日。

※ 工事車両のピーク台数
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R6年8月
3,303台/日

R6年8月
2,713台/日

R6年12月
2,843台/日



38 38 38

356 382 382

368 364

50 98 99 92 63 63 65 49 47 47 19 19 18
238 240 235

450 445 454 438 431 429

66
238

283 264
400 500 555 486 416 374 345 301 305 307 278

288 290 297

273 222 186
55 43 24

39
78

78 78 117 146 157 199

260 321 314

260
200 193

203 263

413

555 611

600

394
330

679 678 680

41
82 82 123

122 164 164 211

257
248

218

219 172

221

218
219 215 215 215

172

173 169

386

381
383

529 529 529

260

267
34

397
183

119

34
33

210

434

602

333 363

499

633
700 670 681

623 635 630

942

1,210

1,040

1,589

2,195

1,981

2,310

1,893
1,798

2,126

1,896 1,877

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

万博会場工事 工事車両台数 （R5.9.25時点）

土木・修景工事

協会発注（PW3+GW工区）

協会発注（テーマ館、催事、若手建築家）

協会外（タイプA、協賛施設）

協会外（企業・日本・自治体館）

展示工事

駐車場整備

2022年（R4） 2023年（R5） 2024年（R6） 2025年（R7）

42 42 41

356 383
383

420 383

42 94 94 88 57 56 56 39 39 39 8 9 8

241 239 236

462 454 468 443 433 433

4
49

312

329
394 413 485 477 497 481 507 465 412 433 453

609

504

276 329

331 310
420 391

288

24
2

18

112

118

142 148
174 172 178 173 182

167
148 155 163

218

180

99
118

119 111

150
141

103

8

9
49

260 265 321
341

475
523

293
281

241
263

225 221

229
215

211

154

5 31

163 166 202
214

299
329

185
177

153
166

141
140

143
136

132

97

0
0

0

176

173
171

168
165

167 315

315

315

275

285

35

0

423 193

123
35

34

210

487

807

489

630 655

747 720
811

1,1331,159
1,194 1,154

1,646

1,761

1,348

1,560
1,605

1,476
1,570

1,435

1,611

1,851

1,482

1,031

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

万博会場工事 工事車両台数 （R3.9月万博アセス時点）

土木・修景工事

協会発注（PW3+GW工区）

協会発注（テーマ館、催事、若手建築家）

協会外（タイプA、協賛施設）

協会外（企業・日本・自治体館）

展示工事

駐車場整備

2022年（R4） 2023年（R5） 2024年（R6） 2025年（R7）

タイプA

・博覧会協会より提供
・すべて陸上輸送を想定
・タイプXへの切り替えは想定せず全てタイプＡと想定、鉄骨調達の遅れを1ヵ月想定
・万博会場整備の工程等をふまえ随時見直していく

1,851台/日

※ 工事車両のピーク台数

2,310台/日

■万博工事期間中における工事車両の影響検討について（万博工事車両内訳）
万博会場工事 工事車両台数 （R5.10時点）台/日

台/日 万博会場工事 工事車両台数 （R3.9 万博アセス時点）

タイプA
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■万博「工事期間中」における工事車両の影響検討について
３．シミュレーション結果

夢洲周辺の各ボトルネック交差点での交通容量に対する通行車両想定（工事・物流含む）の割合は
約69～90％であり、夢洲外から会場に至るルートでは渋滞は発生しない見込み
※引き続き、随時パビリオン工程を確認し、工事車両想定台数の見直しを実施

此花大橋

夢舞大橋

夢洲

北ルート舞洲

咲洲

Ｅ出入口

②舞洲東交差点

①夢舞大橋南詰交差点

③阪神高速 湾岸舞洲出口

⑥咲洲トンネル西交差点

④阪神高速 天保山JCT渡り線

⑤白津1丁目交差点
最も厳しい10時台において、
容量2,150pcu/hに対し、
通行台数1,487pcu/h （69%）

最も厳しい９時台において、
容量1,700pcu/hに対し、
通行台数1,395pcu/h （82%）

最も厳しい「(2)夢洲→咲州」の14時台において、
容量1,780pcu/hに対し、 通行台数1,605pcu/h （90%）

最も厳しい「(2)夢舞大橋→此花大橋」の９時台において、
容量3,092pcu/hに対し、 通行台数2,240pcu/h （72%）

最も厳しい「(1)咲洲→夢舞大橋」の
14時台において、
容量2,363pcu/hに対し、
通行台数1,655pcu/h （70%）

最も厳しい「(1)此花大橋→夢舞大橋」の
９時台において、
容量1,992pcu/hに対し、
通行台数1,530pcu/h （77%）

※PCUとは、乗用車換算台数であり、大型車（工事車両含む）は2倍となる
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万博工事期間中の工事車両の影響検討について

① 夢舞大橋南詰交差点 交通影響の想定（R6.10時点）

夢舞大橋南詰交差点 位置図

(1)

(2)

咲洲方面

夢舞大橋方面

(3)

(4)

➤（仮称）夢洲北高架橋はR6年10月より工事車両への供用開始を予定しており、交通量・容量は高架橋の通行を想定

※工事の円滑通行のため整備を前倒し（R6.12⇒R6.9）：「4-13頁参照」

➤北ルートを通行する万博工事車両の1/3が北高架橋を通行（万博出入口の3箇所のうち、1箇所を利用する車両が北高架橋を通行）

➤万博出入口の増設後（3箇所→6箇所）は、観光外周道路沿いの出入口が3箇所となり、工事車両の北高架橋通行が増加

➤北ルートを通行するIR工事車両は北高架橋を通行

※ ：交通量の最も多い時間帯

1,65
51,580

容量：2,363pcu/h

容量：1,800pcu/h 容量：1,800pcu/h

※ グラフに示す交通容量の変化は、信号の青時間の秒数変化によるもの 資料4 －９

参 考

容量：2,363pcu/h

1,655pcu/h



万博工事期間中の工事車両の影響検討について

舞洲東交差点 位置図② 舞洲東交差点 交通影響の想定（R6.10時点）

工事
ヤード

横断歩道撤去

夢洲方面

此花大橋
方面

容量：1992pcu/h

③ 阪神高速 湾岸舞洲出口 交通影響の想定（R6.10時点）

阪神高速 湾岸舞洲出口 検討箇所

此
花
大
橋
方
面

※ 交通量の最も多い時間帯

(1)

(2)

此
花
大
橋
方
面

夢舞大橋方面

1,530pcu/h
容量：1,714pcu/h

容量：2150pcu/h

1,487pcu/h 

参 考

容量（対策前）：1,350pcu/h

容量（対策前）：1,551pcu/h

容量（対策後）：1,992pcu/h

容量（対策後）：2,150pcu/h
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舞洲東交差点 信号改良

現在、関係機関と協議中
（令和6年1月実施を目指す）

※ 湾岸舞洲出口を１車線から２車線に対策
現在、関係機関と協議中（テールへビー前である令和６年6月完成を目指す）



万博工事期間中の工事車両の影響検討について

⑤ 白津１丁目交差点 交通影響の想定（R6.10時点） 白津1丁目交差点 位置図

此
花
大
橋
方
面

夢
舞
大
橋
方
面 (1)

(2)

N

④ 阪神高速 天保山JCT渡り線 交通影響の想定（R6.10時点）

阪神高速 天保山JCT渡り線
（大阪港線⇔湾岸線）

※工事車両の高速道路利用の50%が天保山JCT渡り線を利用と想定

※ 工事車両が天保山出口を利用し、一般道路
を通行し夢洲へ向かうことはない

※ 交通量の最も多い時間帯

容量（対策後）：2,000pcu/h

容量（対策前）：1,700pcu/h1,579pcu/h 

容量：1,700pcu/h

1,395pcu/h 

容量：4,267pcu/h 容量：3,092pcu/h

2,240pcu/h 

(1)

(２)

(1) (2)

参 考
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※ 天保山JCT渡り線を１車線から２車線に対策
現在、関係機関等と協議中（テールへビー前である令和６年６月完成を目指す）



万博工事期間中の工事車両の影響検討について

信号秒数を調整し容量を
減少すべく関係先と協議中

咲洲トンネル西交差点 位置図

⑥ 咲洲トンネル西交差点 交通影響の想定（R6.10時点）

(1)

(2)

(3)

(5)
(4)

※ 交通量の最も多い時間帯

容量：2,832pcu/h 容量：2,900pcu/h

容量（対策後）：1,780pcu/h

1,605pcu/h 

信号秒数を調整し容量を
増加すべく関係先と協議中

容量：373pcu/h 容量：378pcu/h

容量：2,000pcu/h

※ 咲洲トンネル西交差点の対策内容の詳細は4-12頁参照

グラフに示す交通容量の変化は、信号の青時間の秒数変化によるもの

容量（対策後）：1,120pcu/h

参 考

容量（対策前）
：1,600pcu/h

容量（対策前）：1,300pcu/h
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・（仮称）夢洲北高架橋整備の前倒し

（仮称）夢洲北高架橋架設状況（令和5年9月現
在）

対策内容：円滑な工事車両の通行を確保するための対策として、（仮称）夢洲北高架橋を早期完成させ、

工事車両通行に活用。

実施時期： （仮称）夢洲北高架橋について、令和6年12月末完成予定から前倒しで令和6年9月末に完成予定。

工事期間中の交通円滑化対策について

：夢洲北高架橋 供用開始前の動線

：夢洲北高架橋 供用開始後の動線

北ルートからの工事車両動線

資料4 －13

参 考



工事期間中の交通円滑化対策について 咲洲トンネル西交差点の信号秒数の調整等

咲洲トンネル西交差点

ATC北交差点

至

夢
洲

資料4 －14

参 考

➤対策①：信号秒数の調整（咲洲トンネル西交差点）

【対策内容】

夢洲から咲洲方面に右折する工事車両等の交通容量を増やすため、

咲洲トンネル西交差点の信号秒数を調整する。

【実施予定時期】

現在、関係機関と協議中（令和6年1月実施を目指す）

➤対策②：交差点改良（咲洲トンネル西交差点、ATC北交差点）

【対策内容】

・咲洲トンネル西交差点では、工事車両等の大型車両がより安全・円滑

に右折できるよう、車線の幅員（一部）を拡げる。

・ATC北交差点では、右折車両の滞留で、直進する工事車両等の通行

が阻害されないよう、右折車線の２車線化等を行う。

【完成予定時期】

・ATC北交差点：現在、関係機関と協議中（令和6年7月末完成を目指す）

・咲洲トンネル西交差点：現在、関係機関と協議中（令和6年8月末完成を

目指す）

⇒ テールヘビー（R6.10）前までに対策完了を目指す



工事車両運行管理システムの本格運用について

・道路等に設置したAIカメラ等で通行確認

① ルート別、時間帯別上限台数の設定

② 工事用車両の事前登録

③工事車両の運行確認と通行状況の把握

ＡＩ

此花大橋

夢舞大橋

ルート上カメラ

ＩＲ・インフラ整備

万博会場整備

北ルート

南ルート

鉄道整備

夢咲トンネル

入退場ゲートカメラ

１．概要

• 前月10日までに概算の予定台
数を入力（月次）し、その後、運
行詳細と確定台数を入力を前
週水曜日までに入力（週次）

• 車両運行開始までに車番を入
力

・令和5年4月から本格運用

２．工事車両運行管理システムの適正な運用について

• 工事車両運行管理システムによる工事車両管理を適正に行うには、全ての関連する事業者が、事前に予定車両情報
（特に週次）を正しく入力することが重要となる。

• 予定車両情報の入力を確実なものとするよう、引き続き正確な情報（時間、ルート、ゲート、車番）入力を徹底する。
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